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2025年8月23日（土）13:30 - 17:30日 時

第30回 肩関節手術研究会

鏡視下腱板修復術の実際
―私のルーティンと工夫―

第 1 部

第 2 部

開催方式 対面＋Web（Zoom）のハイブリッド開催

春日井整形あさひ病院スポーツ医学・関節センター第2部座長

J&J 本社 ３F カフェテリア

一次修復をより確実なものにするために

鏡視下腱板修復術に対する補強術

参  加  費 事前オンライン決済となります。※8 月より決済サイトをオープンいたします。
決済には別途システム利用料が220円かかります。ご了承ください。5,000円

菊川 和彦先生 マツダ病院 整形外科第2部座長

岩堀 裕介先生

田中 稔先生

共催：第 30 回肩関節手術研究会 / ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 メディカルカンパニー



Time Session and Topic Moderator / Speaker

13:30 ~ 13:35  開会の辞 永田義彦 先生 広島西医療センター 整形外科

第 1 部  一次修復をより確実なものにするために 座長
小林尚史先生

田中稔 先生

八王子スポーツ整形外科

仙台たなか整形外科 スポーツクリニック

【 Suture anchor法】

13:35 ~ 13:50  Net-like DAFF法 山田真一 先生 関西メディカル病院 整形外科

13:50 ~ 14:05  Triple-row法 田中誠人 先生 大阪警察病院 スポーツ医学センター

14:05 ~ 14:20  低い修復張力下での内方化single-row or triple-row法 三宅智 先生 福岡大学病院 整形外科

【 Suture anchor＋骨孔法】

14:20 ~ 14:35  Surface holding法の手技と実際 三好直樹 先生 旭川医科大学 整形外科

14:35 ~ 14:45  10分休憩

【骨孔法】

14:45 ~ 15:00 ArthroTunneler を用いた骨孔式鏡視下腱板修復術の実際 間中智哉 先生 大阪公立大学 整形外科

15:00 ~ 15:15  鏡視下骨孔腱板修復術の過去・現在・未来 より良い成績を求めて 荻野修平 先生 松戸整形外科病院

15:15 ~ 15:30  鏡視下McLaughlin法の変遷と現状 永田義彦 先生 広島西医療センター 整形外科

15:30 ~ 16:00  総合討論

16:00 ~ 16:10  10分休憩

第 2 部  鏡視下腱板修復術に対する補強術  座長
岩堀裕介 先生

菊川和彦先生

春日井整形あさひ病院スポーツ医学・関節センター

マツダ病院 整形外科

16:10 ~ 16:25  Regeneten を用いた鏡視下腱板修復術 落合信靖 先生 千葉大学大学院医学研究院 整形外科

16:25 ~ 16:40  Auto CuffMend を用いた補強術 原田洋平 先生 広島大学病院 整形外科

16:40 ~ 16:55  大・広範囲断裂に対する大腿筋膜移植によるフットプリント再建 国分毅 先生 神戸医療センター 整形外科

16:55 ~ 17:10  肩上方関節包再建術によって補強した鏡視下腱板修復術－ルーティンと工夫－ 福西邦素 先生 洛西シミズ病院 整形外科

17:10 ~ 17:25 総合討論

17:25 ~ 17:30  閉会の辞 米田稔 先生 医誠会国際総合病院 整形外科

タイムスケジュール

参加申込・お支払い方法

下記二次元バーコードもしくはボタンをクリックしてお申込み、参加費をお支払いください。

アクセス

※各演題：発表10分、質疑応答5分となります。

〒101-0065

東京都千代田区西神田3丁目5番2号 千代田ファーストビル西館 3F

https://www.jnj.co.jp/jnj-group/company/overview/access

代表世話人

お申込み・参加費のお支払いはこちら

お申込み・参加費のお支払いはこちら
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